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第１２３回経営協議会議事概要 

 

 

日 時   令和４年６月１６日（木）１５時３０分～１７時００分 

場 所   本部棟大会議室 

出席者 和田隆志（議長），大竹茂樹，中村慎一，大西啓介，三浦要，松本宏一， 

堀修，蒲田敏文，有松育子，河田悌一，後藤ひとみ，里見進 

（以下，Webによる出席者） 

大橋徹二，原田明久，山内雅喜，渡辺芳人 

欠席者 なし  

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ   浅野哲夫，村本健一郎 

陪席者 森本章治，山岸雅子，中沢正隆，黒本和憲 

 

議事に先立ち，議長から，陪席者及びオブザーバーが出席することについて説明があり，

引き続き，委員，陪席者及びオブザーバーの紹介があった。 

 

１ 前回議事確認 

   第１２２回経営協議会   ５月１７日(火)～５月２７日（金）開催（書面附議） 

 

２ 協 議                                         

（１）令和３年度年度計画の実施状況に係る自己点検評価書 

企画評価・ダイバーシティ推進・広報戦略担当理事から，資料 1-1～1-2 に基づ

き，令和３年度年度計画の実施状況に係る自己点検評価書（案）について説明があ

り，審議の結果，承認された。 

 

［委員からの主な意見］ 

 ○ 計画を立てる上では，達成が容易でないチャレンジングな内容のものが望ま

しい。また，第４期中期目標期間評価における意欲的な評価指標についてもチャ

レンジングな評価指標の設定をしていただきたい。 

 

（２）中期目標の達成状況報告書（第３期中期目標期間終了時） 

企画評価・ダイバーシティ推進・広報戦略担当理事から，資料 2-1～2-2 に基づ

き，中期目標の達成状況報告書（第３期中期目標期間終了時）（案）について説明

があり，審議の結果，承認された。 

 

（３）第３期中期目標期間に係る業務の実績に関する報告書 

企画評価・ダイバーシティ推進・広報戦略担当理事から，資料 3-1～3-2 に基づ

き，第３期中期目標期間に係る業務の実績に関する報告書（案）について説明があ

り，審議の結果，承認された。 

 

［委員からの主な意見］ 

 ○ 第４期中期目標期間は，第３期中期目標期間に実施した様々な改革を実質化
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し，着実なものにしていくことが求められる。 

 

３ 報 告 

（１）金沢大学未来ビジョン「志」 

     議長から，資料４に基づき，金沢大学未来ビジョン「志」について説明があった。 

 

（２）令和３年度人事院勧告に対する本学の対応 

     総務・財務・施設担当理事から，資料５に基づき，令和３年度人事院勧告に対す

る本学の対応について説明があった。 

 

（３）長期借入金等の償還の実施状況 

     総務・財務・施設担当理事から，資料６に基づき，長期借入金等の償還の実施状

況について報告があった。 

 

（４）令和３年度金沢大学資金運用実績報告 

総務・財務・施設担当理事から，資料７に基づき，令和３年度金沢大学資金運用

実績報告について報告があった。 

 

（５）令和３年度診療稼働額等実績報告 

附属病院長から，資料８に基づき，令和３年度診療稼働額等実績報告について報

告があった。 

 

（６）令和４年度科研費交付内定状況 

     研究・社会共創・大学院支援担当理事から，資料９に基づき，令和４年度科研費

交付内定状況について報告があった。 

 

（７）令和３年度研究関係等外部資金獲得状況 

     研究・社会共創・大学院支援担当理事から，資料 10 に基づき，令和３年度研究

関係等外部資金獲得状況について報告があった。 

 

（８）令和３年度特許等実施契約状況 

研究・社会共創・大学院支援担当理事から，資料11に基づき，令和３年度特許等

実施契約状況について報告があった。 

 

（９）令和４年度会計監査人の選任 

     総務・財務・施設担当理事から，資料 12 に基づき，令和４年度会計監査人の選

任について報告があった。 

 

〔以下１件については，説明を省略〕 

（10）令和４年度金沢大学ステークホルダー協議会の開催 
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４ その他 

（１）令和５年度概算要求 

     総務・財務・施設担当理事から，資料 14 に基づき，令和５年度概算要求の検討

状況及び検討スケジュールについて説明があった。 

 

 （２）金沢大学の広報活動，基金活動等 

［委員からの主な意見］ 

 ○ 報道で取り上げられるような大きな発見などは，その内容を題材としたより

大きな広報活動につなげることが望ましい。 

 

    ○ 基金活動では，新聞報道等に加えて，学内外の多くの場所に基金箱を設置する

など積極的な展開が必要である。また，基金の振込用紙などにおいても，より多

くの振込につながるような工夫ができるのではないか。 

 

＜次回開催予定＞ 

    第１２４回経営協議会  日時：令和４年７月２１日（木）１３時３０分から 

 


